
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以前の救急業務は傷病者を搬送することが主でした。しかし、「救急隊員の応

急処置」の法律が年々整備されたことにより、救急隊員はこれまでできなかっ

た医療行為の一部を行える様になりました。 

 救急出動要請があった場合、救急隊は現場で必要な資器材を用いて、血圧、

脈、心電図などの観察を行い、その病態に応じた処置を実施し、その人にあっ

た病院を選択してから現場を出発します。一刻を争う救急現場では、１分１秒

たりとも無駄にすることはできません。救急車が現場に止まっている時間は、

助けを求めている人達を救うため、懸命に救急活動を行なっている大切な時間

です。このような救急活動に対し、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

 

救急現場から病院等への搬送を迅速に行うため、次のことにご協力をお願い

します。 

○救急車が要請された場所へ近づいてきたら救急現場へ誘導をお願いします。 

○病歴等をお聞きすることがあります。 

（現在飲んでいる薬等{処方せん・お薬手帳}が分かる様にお願いします） 

○診察券、保険証等を見せてもらうことがあります。かかりつけの病院があ

れば診療科目(主治医)等を教えてください。 

○高齢者や小さな子供は自分で症状を訴えることができない場合があります。

普段の様子とどのように違うか等、常日頃の状態を知る家族の方からの情報

が大切です。 

○救急隊員は病院への情報提供のため、アレルギーや食事の時間など、いろ

いろと質問することがあります。 

 

 ※救急現場での活動状況 
現場では、傷病者の重症度と緊急度を判断

します。 ※救急車内での活動状況 
救急車内では、詳細な観察を行い傷病者

の病態に適した病院へ搬送します。 


